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(絵とも)くらた･のぶお

地学漫筆執筆に当って

地質ζユ}スに何かかるい読み物が欲しいという声はすでに久しく以前から聞かきれている.

水を中心にしてきらさらと書き流すことはそうむずかしいことではないといってそ示しはど

うも私の専門からいって我田引水になりそうで気がひけるしそうかといって何人かの有

志に書いてもらうとなるとその相互の間に調整をとる自信がなくなる.そこで視野を広げて

地学あるいは地球科学の観点から取材していくとすればかなり自由に誰にでも執筆が依頼で

きるし何回か書いてそのあと誰か次の人にバトンタッチして長く書きつづけることもできる

ように思う.そこであえて｢地学漫簗｣と題して毎号そのときそのときの執筆にかかわる短

文をのせていくこととした･私たちはこのr地学漫繁｣によって地球科学のなかに新しい

ジャンルを開館しようという野望をもって㌧)るわけでは牟い･しかし率直にいうと地球科学

をも汐と私たちの鉦活身のまわりに深い関係をもたせなげ机ば破らないという強い執念を

も吻ている｡養ちし㌢がく軸といわれたりや花らとたく書んな清福や地層の名前を並べたて

て聞くしろうあを耐食らわせることに終始し勝ちの私たち⑳微界から一歩でも脱朗するた亭

に私はここで書曹花いごとを書かせて奄らおうと思う｡略し嘩いにそれが地球料掌におけ

る新しいジ帯ソルを切抄開く何かの曹繊かけになる凌らば肴れは洗いした亀うげ亀べだ

と和ほ思う.かつて好評を博したr車窓展望｣や｢私たちの生活と地質｣よりもっと軽い

よみやすいものにこのr地学漫筆｣を仕立てていきたいと考乏でいる.ご愛読願いたい.
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山の魅力がgeologistへの途をえらぱせる

名刺やで名刺を刷るたびに地質の研究

というとずい分比昧なお仕事ですね…

と主人にいわれる経験を私たちはもってい

る.地味な仕事であることを承知の上

で世の申のかげの力に甘んじて私たち

は山を歩曹水を調べ麓業の原動力とな

るいろいろの鉱芯を探している一一という

ことがで曹よう封

いやそういってし漢麦ばそれ漢てであ

るヅしかし私たちはそこで少しは考

えてみなけれぱならないのじゃなかろうか

と鳳券岨これだけの仕事をしていて旧

体これでよいのかと私たち地球科学著は

自慰の世界から反省の途をたどって.､､.ほ

ζ紗奄蛤鴛て麟鋤為世界に私たちは視野奄砂ろげてみ

る必要があるのではないかと｡｡｡一少なくも私は考

麦る.お隣の中国ではかって地質やきん

が総理大臣にまでなっている.また別の

国では地学関係の官庁がセんと構乏て

わが通産省級の発言をしているというのに

私たちの国では山への執念にとらわれた

男だもが為のが興味のままに山を歩き

火灯るご巧人里に戻ってくるr一介の地質や｣

でしかない生活を繰り返している.たと

えその背にするルックザックには化石や�
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鉱層がその目1目の収かくとしてどっし

りとつめ込まれてはいるにせよ心豊かな

はずの若い9eo1ogistはその胸中にr失わ机

いく青春｣を感じないわけにはいくまい.

学術としての地質学その命ずるとごろ

はすこぶるきびしくその指向するとごろ

はきわめて高遠である.とはいえその学

問のなかに私たちが捕われてしまっては元

も子もなくなってしまう.私たちはその

地球科学という学術のなかから私たちの

生活にあるいは職場にちかに関連するも

のを導き入れることにはじめてr自然に学

ぶもの｣のほこりを感じるのではないだろう

か.それをある人は自分の作っている

地質図が日本の国土のおいたちをときほぐ

す基本となってやがてその上に築かれる

新しい知識をうみだすのだといいまたあ

る別な人はセメントや鉄鋼業の原料とな

る二石灰岩やド回マイトを調べて私たちの

生活に間接に貢献していると説明してい

る.事実その通りである.しかしそ

れと同時に一般の人たちはその苦労をし

らずその内容に無とん着でいきおい

rかげ武老｣扱いですまきれてしまってい

る.一般の人たちにとってどこそこの

地質は分っていて当り前であり新しい有

力な資源力場つかって当然のことなのであ

る.

㌧ζ妻裏､
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そして彼らは自然の神秘(この場合化石に関する)を求めて博物館通い

自然を相手とし自然の神秘～古くさいこ

とばではあるが～をときあかす仕事は金く魅

力的であり若い人たちをひきつけるにや

ぶさかでない.かって私もその仕事に魅

せられた一人のお客であった.

いまから30年余り前にちょうど7年制

の高等学校で気ままに振舞麦たのも手伝っ

て土曜から月曜にかけて講義をさぼっ

て山歩きをしたものである.主として最

初は秩父･八ケ岳1南アルプスの山海であ

ったがやがて間もなくr山の魅ヵ｣が私を

とりこにし次いでrその神秘めいた不可思議な

山｣が地形岩肌景観に興味をそそって

地質草の門をたたかせるに手間をとらせな

かったというわけである.以来標札の

でていない岩にしかもちゃんと名がつけ

られているのに驚き出そうもない化石を

迫って農家め裏庭で目ねもすトンカチト

ンカチ叩きやをやり野帳の余白に好きな

山の絵を書いて細かに崩げたビスケット

を思わせるけつ岩の山でそれなりに悔

いのない青春の追想にふけったものである.

ビスケットの山はやがて大学を出るにお

よんで黄土にすそを包まれた中国大陸の

裸岩の山となり夏転して帰国後目本の

宿金的なといえるデルタ地帯に移り変っ

てはきたがこの間果たしてほんとうに

青春の感激を味わいつずけえただろうか.

ふつうの小説家は概して山岳を舞台にす

るのが下手だという.新田次郎のような

山岳気象出身の人は別としてたしかに山

を知らない人に山を舞台にする真実嘩あ

ふれた小説は書けないのが当り前であろう.

しかし普通の小説家でもよく次のようなこ

とをフィクションの一つに使っているのに

お目にかかる.つまり若い登山家が恋愛

のきだなかにあって山神問の誘いに対し

恋人との約東を守るべきか誘いに応ずる

べきかの決着にせまられる.ごの場合�
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次いで彼らgeologistは自然の神秘(この絵の場合も化

1石)のとりことなる

恋人と会う方に話をもっていくならぱそれ

はもっともチャチな大衆小説であり一

たん山行に同意させその山に恋人を誘う

スト向リ串をつくるならそれは凡俗な

山岳小説となるのである.ところで問題

は9e0109iStつまり日本語でいえばミ地

質快の場合であるが地質やの場合には

どうも余りにミ非小説的ミにならざるを差な

い..要するに色気のなさ過ぎる仕事だと

.いうごともできよう.とにかくご存知の

ように地質やは本来その仕事が野外とく

に山野をかけめぐるごとにあるのでとか

く家庭生活を二分され勝ちであり_GSニ

ュｰス編棄糞注:トレｰラハウスでせめてサｰカスま

がいの夫婦生活でも送机るようになればまた別のはな

しであろうけ机ど..｡.家族とわかれわかれに生

活する時間がすこぶる長い.科学研究の

伸問のうちでもこうした生活状態で過す

部分が長い部類に属しよう.私自身華

北在職中兵隊には一目もとられなかった

のに7年間の約半分は妻とのやむを乏

ざる別居生活をせざるを完なかったのであ

る.もっともその代償として_ざっ<ぱ

らんにいえば一帰国後そのことで博士論文

を乏華北家彊の地下水についての中共

国家の顧問的招待を受けようときえする機

会に遭遇したのではあるが･….

とにかくこうした(いまにして思えば)個人

の家庭生活にひびを入れるようなきまざ

まな仕草が恋愛進行中から約束ずけられ

宿命ずけられているのがきわめて一般的

だと･…少なくもま杣こみられる例ではないというこ

とを･･銘記していただきたい.だからこそ

上に述べたような小説のフィクションにも

特別な抵抗を感じないのであるといえよう.

ともあれ人はしぱしばそうした青春に迷

える小羊を山気違いといい変りものだ

という.もっともごれもいまにして思完

ばで近ごろの若い人の問ではすこぶる

要領のよい取引が行なわれていて大衆小

説顔負けの両手使いが妙手を限りなくあ

みだしているようであるカミ私たち戦前派

にしてみれぱそうした近代的妙手はつゆ

つゆ知らず正直に下界の恋愛と山に対

する執念との板ぱきみで悩まきれとどの

つまりは洩負って､山にかげたのである.

そして後準には戦争という嫌悪すべき事

情が撃ったにせよ山の上にいて下界に

おいてきた青春に必ずしも無関心ではお

れなかったのである.気負い立って山に

入ったもののやはりそこに一抹の悔いを

感じないわけにいかなかったと率直に白

状しなければならない.

昭和工6年に私の単行本としての処女作

､野帖余白､が山岳図書専門の鵬文堂か

ら出版されたがごれはいまにしておもえ

ぱ当時の私の失われていく青春への一つ

の抵抗が書かせたものと思う.地質の野

外研究のつれづれなるままに書きつずった

いくつかの文章はおかげで知友先輩にた

いへん好評をえたのであるがその青春へ

の心のかけ橋が地質学を､ちしつがく､

と呼ぶような人たちをも含めた第三者の心

の琴線にふれ麦たのではないかと思う.

その野悼余白の終りに近く晩秋のしおり�
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やがて彼らは夏eo

10giSt牢宇羊す口)三…二

昧境に人リ込む

その青春は際化植

物のは恋っ猛烈校

熱気にしばしば去

勢されたように凄

えなってしまう

として南佐久素描という一章がある.

その最後に

ああ憐れなり一介の旅人の私今夜一夜の泊

をいづこにとるべきか一.

･だが燃しまた新たなる期待がある.柏

の葉づれする晩秋の念場ヵ原野辺山ヵ原を歩

く機会をもちえたことに楽しい明目への期待

妙かけら机る｡

という文章がある.当時陶酔してし吹尾

崎喜八先生の山の絵本流に書費流している

のであるが八カ岳の斜面地形の研究途中

浅間の噴煙が突如として立ちのぽるのを望

見しながら金鉱探しの山師に間違えられ

たあとたそがれせま1るころには人の世

恋しきをおぽ完その一浪の哀愁を冬明目

への期待曳でもウばら打ち消そうと努力し

ている心の動きをたしかに描こうとして

いたのである.いずれにしてもい凄に

しておもえぱ･…というごとにはなりそう

であるが山にかける地質やの青春果た

して宰多曹や?と疑預てみなければなら

ないようである曲(筆者は地質部餐)

､読者の質問箱1

地質を判読する一手段として空中写真を

使用したいと患いますがその購入に関す

る手続きおよび注意事項を教えて下･さい

(某鉱業会社地質課)

〔こたえ〕

空中写真を一般に販売しているのは

日本測量協会(東京都新宿区戸山町37

��㌴�㈰��

日本林業技術協会(東東都千代田区六番町7

��㌱�㈱�

の2つがおもなものでほかに都道府県林務関係や航空

会社などがあります.ここでは日本測量協会と日本林

業技術協会で取り扱う空中写真について述べてみよう

日本測量協会で取り扱う空中写真は建設省国土地理院

発行のもので原板縮尺の種類は4万分の12万分の

1ユ万分のユの三種で日本全体そろっているのは

原板縮尺4万分の1のものだけで他は撮影されている

所とない所とがあります.

日本林業技術協会で取り扱う空中写真は林野庁撮影の

もので原板縮尺2万分の1の一種だけで国有林地区

を対象としたものでその地区の中には撮影されていな

い所もあります･購入申込みに関する要領の大要を次

に示しますと

1.日本測量協会の場合

購入申込蛮の名称空中写真臓入申込書

〃提出先目本領一1量吻会長

〃送付先目歩測逸協会空中写真部

東京都新宿区戸山町37

��㌴�㈰�

"おもな記入事項

貼付地形関

空中写慧の工紋の定棚

轡潜焼印鱈

2{音引伸印圃

密驚陽画際赦

購入

利照の蟹的刹開の蛾域響糞

の願縮尺種類秘よび枚数

必裟範囲を明示し恕§ガ分の1

地形関

おもなもの

夢ラ=24c㎜拭竃コ2主｡撒100悶

打遺留x〃48450円

〃2近冥〃25750Pヨ

率込後妻蝸位で購入の滋知が属

さ現金引換の上鱗入できる

時期により通知が2ヵ月くらい

おくれることもあります

2.日本林業技術協会の場合

購入申込奮の名称

〃提出先

〃送付先

〃おも在記入事項

貼付地形図

空中写真の1枚の定価i

購入

複製写真配布申請書

林野庁指導部計画課長

林野庁指導部喬十画課長

東京部予代田区霞ケ関2-1

周的･利用の方法･必要とする

地域･写真の縮尺および枚数

配布希望年月目

必要とする地域記入の5万分の

1の地形図

おもなもの

密潜焼印画105円

2イ普弓If申E口廼i450円

ポジフィルム

焼付(図fヒ用)450円

申込後20日ぐらいで購入通知が

層き現金引換の上磯入できる

空中写真を複製するときや空中写真を利用して測量また

は図化するときなどすべて建設省国土地理院に申請し

なければなりません､そのほか空中写真の購入につ

いての詳細は直接目歩測量協会または日本林業技術塊

会へお問合せ下さい･(地質相談所官卒授官)�




